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授業開発の目的

学習プログラムの改善案

ジオミュージアムの見学を通して、訪れた人々は西予市の自然の豊かさを
「地域の魅力」と捉えることができるだろう。一方、西予市の一部地域は平成
30年７月豪雨の被災地となっており、今後も自然災害が発生する可能性は十分
に想定される。この現状を踏まえると、西予市の自然の豊かさを「地域の魅
力」として捉えるだけでなく、人々の生活に大きな影響を及ぼす自然災害発生
のリスクがあるという「地域の危険性」についても捉えさせることが必要であ
ると考える。そこで、自然と人々の暮らしを関連付けて一体的に学ぶことがで
きる施設を活用し、西予市の地域性を魅力と危険性の視点から多面的に捉えさ
せる学習プログラムを提案する。この学習プログラムを通して、社会教育施設
を地域の魅力を知るだけでなく、地域的課題の解決策について学び議論する空
間として活用できる可能性があると考える。

学習プログラムの目標
〇施設見学を通して、西予市の魅力を発見することができる。
〇地図を活用して、西予市の魅力的な場所と自然災害の危険性を孕
んでいる場所との位置関係を捉えた上で、地域の魅力と危険性の密
接な関係性に気づくことができる。

学習プログラムの効果 学習プログラムの課題

学習プログラム開発への期待

四国西予ジオパークを活用した学習プログラムを開発し実践することで、学校内の授業だけでは気付くことが難しい地域の魅力や、それと
密接に関連する地域の危険性を捉えさせることができるのではないかと考える。特に、地域学習は地域の魅力を捉えることに終始する場合が
多く、地域の危険性など地域的課題に目を向ける学習は少ない。本プログラムで提案するように、地域的課題について考察させることで、そ
の解決策を考えさせる学習が実現でき、持続可能な地域社会を創造していく市民的資質を育成することができるのではないかと考える。今後
は、本発表で提案した学習プログラム修正案を実践し、その効果を見取ることで本学習プログラムの有用性を示したい。
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北部宇和海エリア 四国カルスト・船戸川エリア

肱川上流エリア 黒瀬川エリア

穏やかな日差しに包まれたリアス海岸近辺では、絶
景を眺めることができ、宇和海狩浜の段畑と農漁村が
発達している。

河川の働きによってできたV字谷と段丘の景色が圧
巻であり、ブナの原生林では自然の豊かさを感じるこ
とができる。

伝統的な建築様式が残る卯之町エリアを中心として
宇和盆地の稲作や野村の養蚕文化など自然と人々の関
わりを知ることができる。

貴重な化石が発見されており、他にも棚田１００選
に選ばれた堂の坂の棚田など大地の豊かさを感じるこ
とができる。

・地図をまとめたりして魅力と
危険があることがわかった。

①地図を活用して、地域の魅力と危
険性を捉えることができている。

・西予市のことをたくさん知れ
て嬉しかった。

・違う地域についても調べてみ
たい。

・地形がどのように影響してい
るのか学びたい。

②施設見学を通して、西予市の魅力
を捉え直すことができている。

③子どもの地域の捉え方を変容させ
る可能性がある。→見方の転用

④自然の豊かさの概念を拡張する可
能性がある。

学習プログラムの流れ

②から施設見学を経て、西予市の魅力を発見することができており、また、
①から地図を活用して、地域の魅力と危険性について位置関係や密接さに気づ
くことができていると見とる。以上から学習プログラムの目標は達成された。

授業を行うにあたって小学生にも読み取りやす

い簡易的なハザードマップが必要になったため、
西予市HPに掲載されていたハザードマップ（改訂
版）を参照して作成した。

北部宇和海エリア 四国カルスト・船戸川エリア

肱川上流エリア 黒瀬川エリア

・リアス海岸周辺は温かく水が染み込みやすい土があ
るのでみかんの栽培に適しているね。

↕
・土が水を含む量にも限界があるのでみかんを育てて
いるところが危険だ。

・源氏ヶ駄場の石がとてもきれいだね。
↕

・源氏ヶ駄場の石は地震が起こると崩れてしまってと
ても危ないし、綺麗な景色を見ることができなくなっ
てしまうよ。

・宇和盆地で生産される米や大豆を用いて酒やしょう
ゆの製造を発展させてきたんだね。

↕
・酒や醤油が有名な地域にも土砂崩れの危険性があっ
たり、大雨で浸水する危険もあるんだね。

・ジュラ紀の化石の露頭は石灰岩が崩れて、深い海底
に流れ込み、低岩相と混ざって形成されているね。

↕
・周辺地域は川が氾濫する危険性があるね。

2022年4月に開館した四国西予ジオミュージアム（以下、施設）は、西予の自然と人々の暮らしの関わり
を学ぶことができる社会教育施設であり、訪れた人に西予の魅力を発信する役割を担っている。施設内は地
域ごとに４つのエリアで構成されており、それぞれの自然環境や特徴的な暮らしの様子を分かりやすく捉え
ることができるよう展示の工夫されている。
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大木、大田（2023）によると四国西予ジオミュージアムを中心とする教育

活動として外部者を対象としたジオサイトなどのツアーをはじめとした魅力を
捉えるなどの事実認識に基づいた観光の中での教育（IN）が多いが、地域の観
光人材を育成するための観光のための教育（FOR）などの活動が限定的である
ことを指摘している。また，UNESCO（2017）は，「ジオパーク教育は，持続
可能な開発や持続可能なライフスタイル，文化多様性の価値，平和などを促進
するプログラムである」と述べており，ジオパーク教育が，持続可能な地域社
会実現に有効であると示している。
以上のことからジオミュージアムを地域資源に潜む危険性だけでなく，地域

資源の持続可能性について考察・発信し、地域的課題の解決策について学び議
論しあう空間を作り出す学習活動を改善案に盛り込むことで，施設を訪れた
人々がより地域の魅力の持続可能性について考える場をつくり、先述したより
良い教育活動の達成を目指したいと考える。
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